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あらまし：ソーシャルランクでは，ランクが高い人は「上」，反対にランクが低い人は，「下」に表現され

る．先行研究では，ソーシャルランクを伴う単語を用いて，ヒトにおいて単語のソーシャルランクと空間

的配置が，その単語の認知に影響を与えるということが報告されている．しかし，神経科学の側面からの

検証は行われていなかった．本研究では，ソーシャルランクと空間的認知の関係を神経科学の側面から明

らかにするため，脳波計測実験を行った．実験の結果，視覚刺激の呈示がソーシャルランクが一致してい

るときよりもソーシャルランクが一致していないときのほうが脳波の振幅が大きくなることが分かった． 
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1. はじめに 

我々人類が形成する社会には，ソーシャルランク

と呼ばれるピラミッド状の構造を持った上下関係が

存在する．ソーシャルランクは，ランクが高い人は

「上」，ランクが低い人はランクが高い人に比べて

「下」に表現される．本来，「上」，「下」という言葉

は，空間的な配置を表す表現であるが，ソーシャル

ランクを表す概念としても利用されている． 

Christoph D Dahl らの先行研究では，このソーシャ

ルランクを表す「上」，「下」と空間的な配置を表す

「上」，「下」は単なる比喩表現ではなく，実際の行

動に影響を与えることをチンパンジーを用いて示し

た(1)．その研究では，空間的な配置を表す「上」，「下」

がソーシャルランクを表す「上」，「下」の概念に直

接的な影響を与えていることが示され，ソーシャル

ランクを表す「上」，「下」は単なる比喩的な表現で

はないことが示唆された． 

Christoph D Dahl らの先行研究を踏まえ，我々の先

行研究では，我々人類において，ソーシャルランク

が表す「上」，「下」と，空間的な配置を表す「上」，

「下」との間に関連があるかについて心理物理実験

を行った(2)．その結果，チンパンジーにおけるソー

シャルランクが空間的な配置に影響するという傾向

は，人類でも同様な傾向を持つことが示唆された． 

しかし，我々の先行研究では，その示唆の根拠と

なる神経科学的な理由を見つけることができなかっ

た．本研究では，我々の先行研究を踏まえて，脳波

計測を行い，ソーシャルランクと空間的認知の関係

を神経科学の側面から明らかにする． 

 

2. 実験 

2.1 実験システム 

本研究では，我々の先行研究と同様の実験システ

ムを構築した．ソーシャルランクを伴う単語として

先行研究と同様に「教授」，「助教」，「講師」の 3 つ

単語を対象とした．ソーシャルランクは，「教授」＞

「講師」＞「助教」の順である． 

2.2 視覚刺激 

視覚刺激として，「教授」，「助教」，「講師」の 3

つの単語のうち，2 つの単語が 1 つの組み合わせと

して，注視点（＋印）を挟んで上下に配置した．実

験では，注視点（＋印）のみの画面と，視覚刺激（＋

印と文字）の画面を交互に呈示した．また，呈示回

数は，1つの組み合わせにつき 30回呈示した． 

2.3 実験手順 

本研究の心理物理実験として，被験者に事前に目

的の単語を教示し，その単語が表示されたか否かで

マウスクリックを行い回答してもらった．マウスク

リックは，目的の単語が表示されれば左クリックを，

表示されなければ右クリックを行うよう教示した．

（図 1） 

被験者に事前に伝えた目的の単語は，「教授」，「助

教」の 2 種類である． 

 
図 1 実験パラダイム 
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2.4 脳波計測 

本研究では，心理物理実験と同時に脳波計測を行

った．使用した脳波計は，BIOSEMI Active Two シス

テムである．電極位置は，国際 10－20 法に従い配置

した．サンプリング周波数は，512Hzで計測した． 

 

3. 実験結果 

ソーシャルランクと空間的配置の関係の神経科学

的な理由を見出すために脳波解析を行った．被験者

は大学生 4 名であった．解析に用いた視覚刺激の組

み合わせとして，目的の単語として教示している「教

授」，「助教」を含む刺激である教授／助教，助教／

教授（〇／△の記法は，注視点を挟み〇がディスプ

レイ上側，△がディスプレイ下側に呈示されている

ことを表す）の 2種類とした．解析は，電極位置 Cz

（正中中心部）を用い，目的の単語，視覚刺激ごと

に分け，視覚刺激呈示のタイミングをオンセットと

して，全被験者のデータの加算平均を行った．また，

ノイズ除去のために，1～30Hz のバンドパスフィル

タを適応した．目的の単語ごとに整理し，目的の単

語が「教授」のときの視覚刺激：教授／助教，助教

／教授の脳波データを図 2，目的の単語が「助教」

のときの視覚刺激：教授／助教，助教／教授の脳波

データを図 3に示す． 

図 2，図 3 より，複数の特徴的な脳波を見出すこ

とができた．視覚刺激呈示から 0.1～0.3[s]の間に

N100，P200と呼ばれる脳波が観測されている．N100

は感覚刺激の大脳皮質到着と分析の初期段階に対応

するといわれており，図 2，図 3 ともに視覚刺激の

違いによる大きな潜時，振幅の違いは見られなかっ

た． 

次に，視覚刺激呈示から 0.3～0.5[s]にみられる陽

性の脳波は，高頻度の刺激と低頻度の刺激をランダ

ムに与えて、低頻度の刺激が呈示されたときや，注

意を向けている刺激が出現した際に現れる脳波であ

る P300 であると考えられる．図 2 において，視覚

刺激ごとに P300 を比較すると，潜時に大きな違い

は見られないが，助教／教授と呈示されたほうが教

授／助教と呈示されたときに比べて，振幅が大きく

なっていることがわかった．また，図 3 においても

潜時に大きな違いは見られなかったが，図 2 と同様

に助教／教授と呈示されたほうが教授／助教と呈示

されたときに比べて，振幅が大きくなっていること

がわかった． 

よって，図 2，図 3より P300 において，助教／教

授と呈示されたほうが教授／助教と呈示されたとき

に比べて，振幅が大きくなっていることから，ソー

シャルランクが一致した視覚刺激を呈示されたとき

よりもソーシャルランクが一致していない（不一致）

視覚刺激を呈示されたときのほうが振幅が大きくな

ることが分かった． 

     

 
図 2 目的の単語が「教授」のときの脳波 

（青線：教授／助教，赤線：助教／教授， 

灰色背景範囲が本研究で注目している脳波） 

 

 
図 3 目的の単語が「助教」のときの脳波 

（青線：教授／助教，赤線：助教／教授， 

灰色背景範囲が本研究で注目している脳波） 

 

4. 考察 

実験の結果，ソーシャルランクが一致していると

きよりもソーシャルランクが一致していないときの

ほうが脳波の振幅が大きくなることが分かった．こ

のような結果となった要因の１つとしては，ソーシ

ャルランクが不一致であることから違和感を感じ，

注意が向けられたのではないかと考えられる． 

我々の先行研究では，ソーシャルランクと空間的

配置の関係を反応時間のみで検証していたが，本研

究から脳波にも影響を与えていることが分かり，神

経科学的な理由の解明に貢献できると考えられる． 
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